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2022年９月末現在

事 業 所 数　　　20社
被保険者数　　1,617人
被扶養者数　　1,607人

神戸新聞健康保険組合
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経
常
収
入
の
大
部
分
を
占
め
る

健
康
保
険
収
入
は
10
億
７
７
９
万

円
（
前
年
比
１
・
３
％
減
）。
被
保

険
者
の
平
均
標
準
報
酬
月
額
51
万

３
２
０
２
円（
同
１
８
０
７
円
増
）、

総
標
準
賞
与
額
６
億
１
２
８
０
万

円
（
同
１
１
０
８
万
円
増
）
で
と

も
に
上
昇
し
た
が
、
平
均
被
保
険

者
数
が
33
人
減
少
し
て
１
６
５
７

人
と
な
っ
た
関
係
か
ら
前
年
よ
り

減
少
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
保
険
料
率
を

９
・
５
％
に
引
き
上
げ
て
以
来
10

億
円
台
を
維
持
し
て
い
る
が
、
被

保
険
者
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
10
億

円
割
れ
も
見
込
ま
れ
る
。

　

経
常
外
収
入
で
は
、
経
常
赤
字

予
算
に
伴
う
収
入
不
足
を
補
う
た

め
別
途
積
立
金
を
取
り
崩
し
た
３

０
０
０
万
円
が
含
ま
れ
る
ほ
か
、

高
齢
者
医
療
に
関
す
る
国
か
ら
の

補
助
金
２
０
１
７
万
円
な
ど
が
計

上
さ
れ
、
前
年
と
比
べ
て
大
き
な

増
加
と
な
っ
た
。

高齢者納付金５億円超す
健保組合２１年度決算

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
の
２
０
２
１
年
度
収
入
支
出
決
算
は
経
常
収
入

10
億
１
５
７
７
万
円
に
対
し
支
出
は
９
億
６
７
９
５
万
円
と
な
り
、
４
７
８

２
万
円
の
経
常
黒
字
と
な
っ
た
。
高
齢
者
医
療
の
納
付
金
は
初
め
て
５
億
円

を
突
破
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
控
え
が
続
き
、
医
療
費
支
出
が
抑
え

ら
れ
た
。
４
年
連
続
の
黒
字
決
算
で
、
経
常
外
の
補
助
金
・
交
付
金
収
入
な

ど
を
含
め
た
最
終
的
な
決
算
残
金
は
１
億
９
３
７
万
円
。
全
額
別
途
積
立
金

に
計
上
し
、
積
立
金
は
９
億
１
６
３
１
万
円
に
増
加
し
た
。
収
支
決
算
を
審

議
す
る
組
合
会
は
７
月
20
日
に
開
か
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

収　
　
入

受
診
控
え
継
続　

４
年
連
続
の
黒
字

2021年度収支決算概要
　2021年４月１日～2022年３月31日� （単位：千円）

当期実績 当期予算 予算対比 前年実績 前年対比
〈経常収入〉 1,015,775 1,023,049 99.3% 1,029,156 98.7%
健康保険収入 1,007,794 1,013,867 99.4% 1,020,802 98.7%
保健事業収入 3,664 4,545 80.6% 4,100 89.4%
雑収入ほか 4,317 4,637 93.1% 4,254 101.5%

〈経常支出〉 967,955 1,098,152 88.1% 795,008 121.8%
事務費 43,460 49,633 87.6% 44,459 97.8%
保険給付費 385,066 449,628 85.6% 373,081 103.2%
納付金 503,902 554,372 90.9% 342,860 147.0%
保健事業費 30,899 39,439 78.3% 29,677 104.1%
その他 4,628 5,080 91.1% 4,931 93.9%

〈経常収支〉 47,820 −75,103 234,148 20.4%
経常外収入 75,535 119,544 21,905 344.8%
経常外支出 13,978 44,441 14,164 98.7%
最終収支 109,377 0 241,889 45.2%

　2021年度介護勘定収支
当期実績 当期予算 予算対比 前年実績 前年対比

収入 156,721 159,412 98.3% 151,940 103.1%
介護保険料 151,460 153,922 98.4% 148,969 101.7%
繰越金 5,261 5,484 95.9% 2,574 204.4%
その他 0 6 0.0% 397 0.0%
支出 153,811 159,412 96.5% 146,679 104.9%
介護納付金 153,805 155,498 98.9% 146,629 104.9%
保険料還付金 6 50 12.0% 50 12.0%
その他 0 3,864 0.0% 0
収支 2,910 0 5,261 55.3%
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◆2022年春季定期健診受診率

対象者 受診者 受診率％ 21年秋％ 21年春％

798 777 97.4 96.9 96.1
神戸新聞 被保険者 768 761 99.1 99.0 98.7

未加入者　30 16 38.9 52.8 39.9

69 60 87.0 80.0 88.4
輸送センター 被保険者　45 45 100.0 100.0 100.0

未加入者　24 15 62.5 33.3 63.6

神戸新聞事業社 67 67 100.0 98.6 100.0 

ＫＣＣ 29 29 100.0 93.3 100.0 

健保組合 3 3 100.0 100.0 100.0 

ラジオ関西 48 48 100.0 100.0 100.0 

サンテレビ 149 126 84.6 85.4 79.2 

DS 90 86 95.6 91.8 96.6 

サン神戸 19 19 100.0 94.7 100.0 

164 137 83.5 84.1 85.7
総合印刷 被保険者 134 134 100.0 100.0 100.0

未加入者　30 3 10.0 0.0 19.4

神戸新聞興産 21 21 100.0 100.0 100.0 

総合折込 33 33 100.0 100.0 100.0 

文化財団 4 4 100.0 100.0 100.0 

厚生事業団 2 2 100.0 100.0 100.0 

京阪神エルマガ 75 70 93.3 90.8 

地域創造 31 31 100.0 100.0 100.0 

新聞会館 14 14 100.0 100.0 100.0 

ＤＳクオリティ 46 45 97.8 97.8 97.8 

ＰＡＧＥ 2 1 50.0 

任意継続 36 21 58.3 58.1 60

合計 1,700 1,594 93.8 93.4 93.1
※昨年の秋季定期健康診断、京阪神エルマガは実施せず。輸送センターは夜勤者のみ実施。
　ＰＡＧＥは今春から健保加入のため昨年のデータはなし。

介
護
保
険

　

介
護
保
険
勘
定
は
収
入
１
億
５

６
７
２
万
円（
同
４
７
８
万
円
増
）、

支
出
は
１
億
５
３
８
１
万
円
（
同

７
１
４
万
円
増
）
だ
っ
た
。
国
か

ら
割
り
当
て
ら
れ
た
21
年
度
の
介

護
納
付
金
見
込
み
額
は
１
億
５
５

４
９
万
円
（
同
８
８
２
万
円
増
）。

介
護
保
険
料
率
を
前
年
の
１
・
７

支　
　
出

　

被
保
険
者
や
被
扶
養
者
の
医
療

費
に
当
た
る
保
険
給
付
費
は
３
億

８
５
０
６
万
円
。
前
年
か
ら
少
し

増
え
た
が
、
こ
の
10
年
間
で
み
る

と
前
年
に
次
い
で
２
番
目
に
低
い

水
準
と
な
っ
た
。
主
な
内
訳
は
家

族
を
含
め
た
療
養
費
が
２
億
６
１

９
３
万
円
（
前
年
比
１
９
９
万
円

増
）、
薬
剤
費
が
８
３
８
８
万
円

（
同
１
２
４
９
万
円
増
）。
保
険
給

付
費
が
４
億
円
を
下
回
る
の
は
２

０
０
６
年
度
以
降
で
は
前
年
に
続

き
２
度
目
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受

診
控
え
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が

数
字
に
表
れ
た
。

　

納
付
金
を
み
る
と
、
前
期
高
齢

者
納
付
金
は
２
億
６
３
７
４
万
円

（
同
１
憶
５
７
３
１
万
円
増
）、
後

期
高
齢
者
支
援
金
が
２
億
４
０
１

４
万
円
（
同
３
７
３
万
円
増
）。

前
々
年
度
の
高
齢
者
医
療
給
付
実

績
で
変
動
す
る
前
期
高
齢
者
納
付

金
が
前
年
の
約
２
・
５
倍
に
膨
れ

上
が
り
、
総
額
は
５
億
３
９
０
万

円
。
高
齢
化
の
加
速
に
伴
い
今
後

さ
ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

保
健
事
業
費
は
３
０
８
９
万
円

（
同
１
２
２
万
円
増
）。
コ
ロ
ナ
禍

で
落
ち
込
ん
だ
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
件
数
に
少
し
回
復
傾
向
が
み
ら

れ
た
。

６
％
か
ら
０
・
０
４
ポ
イ
ン
ト
引

き
上
げ
、
１
・
８
０
％
と
し
て
対

応
し
た
。
こ
の
結
果
介
護
保
険
料

収
入
は
１
億
５
１
４
６
万
円
、
介

護
納
付
金
支
出
は
１
億
５
３
８
０

万
円
と
な
り
、
前
年
繰
越
金
か
ら

差
し
引
い
た
収
支
は
２
９
１
万
円

で
、
例
年
通
り
次
年
度
へ
の
繰
越

金
と
し
た
。

　

２
０
２
２
年
春
季
定
期
健
康
診

断
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
受
診

有
所
見
率
56
・
９
％　

高
水
準
続
く

受
診
率
は
９３・８
％
に
ア
ッ
プ

者
の
う
ち
総
合
判
定
で
Ｃ
（
要
経

過
観
察
）、
Ｄ
（
要
治
療
）、
Ｅ
（
要

２
０
２
２
年
春
季
健
康
診
断
ま
と
め

精
密
検
査
）、
Ｆ
（
治
療
中
）
と
な

っ
て
い
る
人
の
割
合
を
表
す
有
所

見
率
は
56
・
９
と
依
然
高
水
準
が

続
い
て
い
る
。

　

有
所
見
率
は
検
査
項
目
の
多
い

春
季
健
診
の
方
が
高
く
な
る
傾
向

に
あ
り
、
昨
春
は
57
％
を
突
破
し

た
が
、
今
回
は
そ
の
数
字
に
次
ぐ

レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。
検
査
項
目
別

で
は
肝
機
能
（
22
・
３
％
）、
血
圧

（
17
・
１
％
）、
心
電
図
（
14
・
９

％
）
が
上
位
と
な
っ
た
。

　

受
診
率
（
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
未

加
入
者
含
む
）
は
93
・
８
％
と
、

前
年
春
・
秋
よ
り
増
加
し
た
。
受

診
率
１
０
０
％
を
達
成
し
た
の
は

神
戸
新
聞
事
業
社
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
、
健

保
組
合
、
ラ
ジ
オ
関
西
、
サ
ン
神

戸
、
興
産
、
総
合
折
込
、
文
化
財

団
、
厚
生
事
業
団
、
地
域
創
造
、

新
聞
会
館
の
11
事
業
所
。
輸
送
セ

ン
タ
ー
と
総
合
印
刷
は
被
保
険
者

に
限
れ
ば
全
員
が
受
診
し
た
。

健康診断の有所見率推移
１７年春 54.6
１７年秋 52.3
１８年春 54.3
１８年秋 51.9
１９年春 54.7
１９年秋 51.7
２０年春 56.8
２０年秋 52.5
２１年春 57.4
２１年秋 55.2
２２年春 56.9
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公告公告 　健康保険法第４７条２項に規定する神戸新聞健康保険組合の２０２２年９月３０日現在
の平均標準報酬月額を、次のとおり公告します。

平均報酬月額３１等級５３０，０００円

　昨年９月30日現在と同じ数字です。退職後、任意継続者として神戸新聞健康保険組合に加入され
ている方は、平均標準報酬月額または当人の従前の標準月額のうち、いずれか低い額で保険料を算
出します。適用は２０２３年４月からです。

　

健
康
保
険
組
合
は
保
険
料
率
検

討
委
員
会
を
７
月
組
合
会
後
に
開

催
、
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、
財
政
状
況
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
説
明
し

た
。
21
年
度
末
で
別
途
積
立
金
が

９
億
円
を
超
え
て
過
去
最
高
水
準

に
な
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
事
務

局
か
ら
来
年
度
（
23
年
度
）
の
保

険
料
率
は
特
段
の
事
案
が
発
生
し

な
い
限
り
現
在
の
９
・
５
％
を
据

え
置
く
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
委
員
か
ら
は
特
に
意
見
は

な
か
っ
た
。

　

保
険
料
率
は
10
年
前
に
７
・
７

％
と
な
り
、
１
～
２
年
ご
と
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
２
０
１

８
年
度
に
９
・
５
％
と
な
っ
て
以

来
５
年
間
に
わ
た
っ
て
据
え
置
か

れ
て
い
る
。
９
・
５
％
の
負
担
内

訳
は
、
事
業
主
が
５
・
６
％
、
被

保
険
者
が
３
・
９
％
。

　

高
齢
化
の
進
む
中
で
料
率
が
維

持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
受
診
控
え
に
伴
っ
て
医

療
費
支
出
が
少
な
め
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
が
要
因
だ
が
、
加
入
者

（
被
保
険
者
、
被
扶
養
者
）
が
健
康

維
持
を
進
め
て
き
た
と
い
う
一
面

も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。

保
険
料
率
９
・
５
％
継
続
へ

保
険
料
率
９
・
５
％
継
続
へ
2323
年
度
見
通
し

年
度
見
通
し

２０年間の保険料率推移
（引き上げ幅）

２００３－１１年　６．７％

２０１２－１３年　７．７％
（＋１．０ポイント）

２０１４年　　　８．１％
（＋０．４ポイント）

２０１５－１７年　９．０％
（＋０．９ポイント）

２０１８－２２年　９．５％
（＋０．５ポイント）

　

神
戸
新
聞
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員

を
対
象
に
し
た
「
２
０
２
２
年
度

秋
季
定
期
健
康
診
断
」
を
10
月
に

実
施
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
混

雑
回
避
の
た
め
時
間
差
受
診
へ
の

一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
年
通
り
９
、
１０
月
の
人
間
ド

ッ
ク
受
診
者
は
、
そ
の
結
果
を
も

っ
て
秋
の
定
期
健
康
診
断
の
代
用

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
秋
の
定
期
健
康
診
断
案
内
◆

　

神
戸
新
聞
健
康
保
険
組
合
に
対

す
る
近
畿
厚
生
局
の
実
地
指
導
監

査
が
６
月
２
日
に
あ
っ
た
。
健
康

保
険
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
従
来

は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

伴
っ
て
２
０
１
５
年
12
月
以
来
６

年
半
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
た
。

　

監
査
当
日
は
厚
生
局
か
ら
指
導

監
査
官
２
人
が
神
戸
新
聞
本
社
ビ

ル
に
入
り
、
14
階
会
議
室
で
面
談

や
書
類
確
認
。
９
階
の
組
合
事
務

所
で
財
産
管
理
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
状
況
を
調
査
し
た
。

　

監
査
を
終
え
て
、
①
組
合
議
員

選
挙
区
の「
１
票
の
格
差
」が
２
・

７
５
倍
と
極
端
に
高
く
、
１
倍
台

半
ば
以
下
に
是
正
す
る
こ
と
、
②

個
人
情
報
保
護
の
運
用
明
確
化
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
等
運
用
管
理
規

程
を
整
備
す
る
こ
と
、
③
個
人
情

報
が
流
出
し
た
際
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
策
定
や
個
人
情
報
に
関
す
る

研
修
の
実
施
、
④
個
人
情
報
の
開

示
手
続
き
や
、
苦
情
の
申
出
先
を

公
表
す
る
こ
と
、
⑤
特
定
保
健
指

導
の
実
施
率
が
目
標
を
大
幅
に
下

回
っ
て
い
る
た
め
改
善
を
図
る
こ

と
―
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

2022年秋季健康診断日程

神戸新聞本社
10月24日（月）～28日（金）

９：30～12：00　13：30～17：00
女性は24日９：30～12：00

25日13：30～15：30
26、27日15：30～17：00

西神製作センター
10月11日（火）～14日（金）

15：00（11日のみ14：30）～17：00
女性は11日14：30～15：00

阪神製作センター
10月17日（月）、24日（月）

15：30～17：00
女性は17日15：30～16：00

個
人
情
報
保
護
、
議
員
定
数
な
ど
指
摘

近
畿
厚
生
局
が
指
導
監
査

近
畿
厚
生
局
が
指
導
監
査
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保
健
事
業
の
あ
り
方
な
ど
意
見

交
換

　

加
盟
事
業
所
の
総
務
・
管
理
担

当
者
や
主
要
労
働
組
合
の
幹
部
ら

を
交
え
て
、
健
康
保
険
組
合
の
保

健
事
業
に
つ
い
て
考
え
る
「
健
康

管
理
推
進
委
員
会
」
を
５
月
10
日

に
開
い
た
。

　

７
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
委
員
30

人
の
う
ち
23
人
が
出
席
。
事
務
局

か
ら
保
健
事
業
の
現
状
を
報
告
し

た
。
今
後
の
事
業
内
容
な
ど
に
関

し
て
話
し
合
い
、
出
席
で
き
な
か

っ
た
委
員
を
含
め
て
後
日
書
面
で

意
見
を
求
め
た
。「
人
間
ド
ッ
ク

契
約
医
療
機
関
の
拡
充
」「
定
期

健
診
の
女
性
時
間
枠
拡
大
」
な
ど

と
い
っ
た
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
課

題
と
し
て
い
き
た
い
。

＜個人での人間ドック予約方法＞
①　希望する受診機関に申込者が直接連絡
②　その際、必ず神戸新聞健康保険組合としての予約と伝える
③　予約が取れた場合、確認ＦＡＸを健保事務局から送りますと伝える
④　すぐに健保組合事務局（078－362－7166）まで連絡
⑤　ドック利用申込書に記入の上、事務局に提出
⑥　健保事務局から受診機関に確認ＦＡＸ送信、正式な予約となる
（注意）申込書提出の手続きがない場合は人間ドック補助の対象にはならず、受診
料は全額、申込者が受診機関に支払うことになります。

※問い合わせは神戸新聞健康保険組合事務局まで
Tel 078－362－7166　Fax 078－361－7758

　

健
康
保
険
組
合
の
保
健
事
業
と

し
て
、
父
親
に
な
っ
た
被
保
険
者

に
「
パ
パ
育
児
の
ト
ビ
ラ
」
＝
写

真
＝
の
配
布
が
今
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
男
性
の
育
児
参
加
を

促
す
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が

今
春
か
ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
る

な
ど
社
会
的
な
流
れ
に
対
応
し
た

も
の
で
、
冊
子
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の

32
ペ
ー
ジ
フ
ル
カ
ラ
ー
。
出
産
後

の
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
１
日
の
育
児
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
。
ミ
ル
ク
、
風
呂
、

寝
か
し
つ
け
な
ど
個
別
の
育
児
術

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

39
歳
、49
歳
、59
歳
の
被
保
険
者

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
の「
健
康
レ

ベ
ル
」を
示
し
、今
後
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う

「
マ
イ
ヘ
ル
ス
レ
ポ
ー
ト
」。
今
春

の
個
々
の
健
診
結
果
に
基
づ
い
た

冊
子
を
秋
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

女
性
の
被
保
険
者
を
対
象
に
し

た
乳
が
ん
自
己
検
診
手
袋
「
ブ
レ

ス
ト
ケ
ア
グ
ラ
ブ
」
の
配
布
。
処

方
さ
れ
た
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自
己

負
担
に
年
間
３
０
０
０
円
以
上
の

差
額
が
生
じ
る
人
に
向
け
た
「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
書
」
の
お

◆
人
間
ド
ッ
ク
予
約
は
早
め
に

　

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
の
人
間

ド
ッ
ク
の
予
約
が
昨
年
に
引
き
続

い
て
大
変
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ド
ッ
ク
受
診
を
計
画
し
て

い
る
場
合
な
る
べ
く
早
め
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
者
個
人
で
直
接
受
診
機
関

に
連
絡
し
て
予
約
を
押
さ
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
手
順
は
別
表
の

通
り
で
す
。

　

健
保
組
合
の
人
間
ド
ッ
ク
契
約

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
る
と
き
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ド
ッ
ク
利
用
申
込
書
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　日ごろの健康管理のため、社内で

も気軽に血圧測定できる場所があれ

ば－。そうした要望を受けて、神戸

新聞本社（神戸情報文化ビル）１４階

に血圧計を置くことになりました。

　場所は食堂や宿直室入口がある廊

下の並びに設けられた公衆電話ブー

スで、上腕を測定部に差し入れて測

定する「アームイン型」１台を設置。

いすも用意しており２４時間いつでも

測定可能です。積極的に活用してく

ださい。

２０２２年度保健事業

パパ育児のトビラ
配布開始

届
け
も
例
年
通
り
12
月
～
１
月
に

行
い
ま
す
。

本社ビル１４階
血圧計を設置


